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所
に
よ
る
と
、
平
成
72（
２
０
６
０
）

年
の
市
の
人
口
は
約
１
万
６
千
人

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
２
月
現
在
、
大
田
市
の
人

口
は
約
３
万
６
千
人
。
約
45
年
の

間
に
２
万
人
減
少
す
る
と
い
う
厳

し
い
試
算
。
そ
こ
で
、
市
で
は
①

若
い
女
性
の
流
入
・
定
住
に
視
点

を
置
い
た
対
策
を
行
う
こ
と
、
②

高
い
数
字
を
保
つ
市
の
合
計
特
殊

出
生
率
を
さ
ら
に
上
昇
さ
せ
る
こ

と
、
③
毎
年
の
転
出
超
過
を
抑
え

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
平
成
72

（
２
０
６
０
）年
の
目
標
人
口
を
２
万

３
千
人
と
し
ま
し
た
。

　

人
口
２
万
３
千
人
を
維
持
す
る

た
め
大
田
市
版「
総
合
戦
略
」で
は
、

若
者
、
特
に
若
い
女
性
の
流
入
・

定
住
や
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援

の
充
実
を
重
点
的
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
、
次
の
と
お
り
基
本
目
標
、

数
値
目
標
を
定
め
ま
し
た
。

１　

多
様
な
産
業
を
活
性
化
し

「
は
た
ら
く
場
」
を
つ
く
る
（
雇

用
創
出
５
年
で
５
０
０
人
）

２　
「
結
婚
」「
出
産
」「
子
育
て
」

の
希
望
を
か
な
え
る
環
境
を
つ
く

る（
出
生
数
５
年
で
１
３
０
０
人
）

３　

新
た
な
「
ひ
と
の
流
れ
」
を

つ
く
る（
転
出
超
過
５
年
で
半
減
）

４　
「
交
流
」「
連
携
」「
協
働
」

に
よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る

（
市
民
満
足
度
調
査
に
お
い
て
満

足
と
感
じ
る
人
の
割
合
30
％
）

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
４
点
の
目
標

の
実
現
に
向
け
、
全
市
を
あ
げ
て

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

総
合
戦
略
の
表
紙
は
、
合
併
10

周
年
を
記
念
し
て
制
作
し
た
大
田

市
の
愛
唱
歌
「
０
８
５
４
‐
８
」

の
イ
ラ
ス
ト
を
使
用
し
ま
し
た
。

大
田
の
「
ま
ち
」、
幅
広
い
世
代

の
「
ひ
と
」、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

「
し
ご
と
」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

大
田
市
版
「
総
合
戦
略
」、「
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
大
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
検

索
で
「
総
合
戦
略
」
ま
た
は
「
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」と
検
索
く
だ
さ
い
。

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》

市
役
所
政
策
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
５
）

な
ぜ
２
万
３
千
人
な
の
？

女
性・若
者
の
定
住
を
推
進

す
る
４
つ
の「
つ
く
る
」

総
合
戦
略
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

大
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定

　

大
田
市
で
は
、
昨
年
10
月
末
に
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ
び

「
大
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

人
口
減
少
傾
向
が
今
後
も
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
中
で
、

将
来
を
担
う
次
世
代
に
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
引
き
継
い
で
い

く
た
め
、
大
田
市
版
「
総
合
戦
略
」
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
市
議
会
や
民
間
事
業
者
の
か
た
が
た
か
ら
広
く
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
議
論
を
重
ね
、
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
「
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
る
取
り
組
み
を
推
進

し
、
市
の
持
つ
、
自
然
や
歴
史
な
ど
豊
か
な
資
源
を
最
大
限
に

活
か
し
た
、「
住
み
よ
い
ま
ち
、
住
み
た
い
ま
ち
『
大
田
』」
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

２
０
６
０
年
人
口

　
　
　

２
万
３
千
人
維
持
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